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中海・宍道湖の底生生物群集と水環境

特　集

　Laguna （汽水域研究）第 26巻の特集号「中海・宍道湖の浮遊物質，堆積物と環境変化」に引き続く，中海・
宍道湖の特集号になります．本号は，底生生物群集と水環境を中心とした特集になっており，6編の論文か
ら構成されています．
　現生底生生物群集の現況とその変化や変遷は，現在の中海・宍道湖の環境を評価する上で，また将来に
向けたより良い環境を構築するためにも，最も基礎的な資料となります．本特集では，オゴノリ，底生有孔虫，
マクロベントスを対象にこれらの分布を扱うとともに，音響計測手法や環境 DNAを用いた新しい調査手法
による結果が示されています．また底生生物群集と密接な関係のある水環境についても，長期間の観測デー
タの解析と 2018年夏の結果，また堆積物に記録された過去 600年間の変遷が報告されています．
特集号に投稿頂いた著者の皆様，また査読にご協力頂いた方々，英文校閲にご協力頂いたアリゾナ大学の 
David Dettman博士 (島根大学エスチュアリー研究センター客員研究員 )に御礼申し上げます． 
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